
特別便の搭乗にあたっての PCR 検査陰性証明書の取得に関する御連絡

令和３年７月１８日（総２１第９９号）

在デンパサール日本国総領事館

※ 在インドネシア 日本国大使館より、以下のお知らせが発出されております。本件

に関する問い合わせは、在インドネシア日本国大使館までお願いします。（ HP：http

s://www.id.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html ）

在留邦人の皆様へ

当地滞在中の皆様へ

７月１７日

１．１６日の領事メール（件名 全日空特別便・運航決定のお知らせ（ジャカルタ発

成田行き:７月２１日））でお知らせした特別便について、通常の定期便への御搭乗の

場合と同様に、日本入国のためには、PCR 検査を出国前７２時間以内に受検し、陰性

であることを証明した新型コロナウイルス陰性証明書を取得して頂くことが必要で

す。日本入国の際に必要な陰性証明書のフォーマットは、（ https://www.mofa.go.jp

/mofaj/ca/fna/page25_001994.html ）のとおりです。平時に多くの日本人の皆様が

御利用する日系医療機関に加え、シロアム病院、マヤパダ病院のように、我が国の陰

性証明書フォーマットに準じた証明書を発給する現地医療機関での陰性証明書の取

得をお願いいたします。

（当館注：国内線を含む航空機搭乗に有効な PCR 陰性証明書を発行する検査機関リ

ストについては、（ https://www.denpasar.id.emb-japan.go.jp/files/100210145.pd

f ）を参照下さい。）

２．一方、医療体制のひっ迫等の諸事情により、このような日系医療機関等で PCR 検

査を受けることが難しい、あるいは出来ないという御連絡を多数頂いております。こ

の場合には、陰性証明書を英語で発行してもらえる、その他の医療機関等で PCR 検査

を受検して頂くようお願い申し上げます。その際、検体採取日時が日付のみだけでな

く、時間まで記載されるかどうかを可能な限り事前に御確認ください。当地の医療機

関等では、検体採取日時について、日付のみを記載し、時間の記載がない陰性証明書

を発行するところもありますが、この場合、出国前 72 時間以内の検体採取であるこ

とを証明することが出来ず、日本への入国に支障を来すおそれがあります。なお、検

体採取日が１９日、あるいは２０日の場合は、検体採取日のみ記載し

、時間の記載がない陰性証明書でも出国前７２時間以内であることが証明できるため、

日本への入国に支障はありません。

３．万が一、検体採取日が１８日であり、検体採取時間の記載がない陰性証明書しか

取得できない方々におかれましては、入国に支障がなくなるよう、在インドネシア日
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本国大使館にて、医務官による追加書類を発行することが可能です。つきましては、

このような方々におかれましては、７月２０日１４時～１８時に、当地医療機関等か

ら取得した陰性証明書、パスポートを携行し、上記の我が国の陰性証明書フォーマッ

トを印刷の上、氏名、生年月日、性別、パスポート番号等を記入した上で在インドネ

シア日本国大使館に御来訪いただけますようお願い申し上げます。

在インドネシア日本国大使館（ HP：https://www.id.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/i

ndex.html ）
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